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会員の皆様には、益々御清栄のこととお喜び申し上げます。 
「いわて未来づくり機構だより」本号では、去る１１月５日に開催しました、平成２７年度第２回ラウンドテーブルを中心

にご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県政策地域部から、まち・ひと・しごと創生法(平成 26年 11月 28日法律第 136号)

に基づいて 10月 30日に策定した「岩手県人口ビジョン」及び「岩手県ふるさと振興総合戦

略」について、策定までの経緯のほか、ディスカッションテーマに関連する部分を中心に、

人口ビジョン及び総合戦略の概要について説明がありました。 

▶「岩手県人口ビジョン」：本県における人口の現状を分析、今後の人口の展望を示すも

ので、2040年及びその先の超長期的な展望を示すもの 

▶「岩手県ふるさと振興総合戦略」：岩手県人口ビジョンを踏まえ、ふるさとを振興し、 

人口減少に立ち向かうための基本目標を定めるとともに、今後５年間の主な取組方向や 

具体的な施策、数値目標等を示すもの 

 

▶ 

平成 27年 11月５日（木）の 15時から、盛岡市の岩手銀行本店会議室において、機構会員ほか

約 90 名の出席のもと、平成 27 年度第２回ラウンドテーブルを開催し、地域を担う人材の育成と

地元定着をテーマとして議論を行いました。 

「人づくり」はいわての未来に向けた大きな課題です。ラウンドテーブルでの議論も踏まえ、

会員の皆様におかれましても、それぞれの立場での取組をお願いいたします。 
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平成２７年度 第２回ラウンドテーブル 

【報告】 「岩手県人口ビジョン」､「岩手県ふるさと振興総合戦略」の策定について 

【ディスカッション】 テーマ「地域を担う人材の育成と地元定着」 

まず、岩手大学から、本年９月に「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(ＣＯＣ＋

事業)」(文部科学省所管) に採択された、地域人材育成等に係る産学官の連携プロジェク

ト「ふるさといわて創造プロジェクト」の説明がありました。 

▶ ＣＯＣ事業（地域再生･活性化の拠点となる大学の形成／岩手大学でＨ25年度から実 

施)を発展させ、県内７高等教育機関が中心となり「いわて創造人材」を育成すると 

ともに、地方公共団体や経済産業団体等と連携し地元定着に取り組む（H27～31年度） 

  ▶ 達成数値目標 

 参加大学平均の地元就職率 10％増（155人増） 

   及び上記増加数の１割相当の新規雇用創出 

▶ 具体的に推進するプロジェクト 

①若者･女性地域定着プロジェクト 

②新産業・雇用創出プロジェクト 

③三陸復興・先導モデル創出プロジェクト 

④起業家人材育成プロジェクト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016希望郷いわて国体・大会の成功に向けてご協力をお願いします！ 

機構では、本年度活動計画の中で、「2016希望郷いわて国体・大会」を応援しています。 
両大会の成功に向けて、現在、当該大会の運営経費に活用させていただくための募金のご協力を広く呼び掛けてい

ます。また、企業・団体の皆様には協賛金や物品の提供等の支援に係る企業協賛へのご協力もお願いしています。 

募金及び企業協賛にご協力いただける場合は、以下のホームページからご確認いただくとともに、関係する機関や

団体等への当該取組の周知につきましても併せてよろしくお願いします。 

◎募金はこちらから。 http://www.iwate2016.jp/bokin  ◎企業協賛はこちら。 http://www.iwate2016.jp/kyosan 

いわて未来づくり機構事務局からのお知らせ 

会員各機関の代表者、担当者、メールアドレス等に変更がある場合は、事務局までお知らせください。 

〒020-8570 盛岡市内丸 10-1 岩手県政策地域部政策推進室（担当：小國、田沼） 
電 話：019-629-5215（FAX019-629-5254）  E-mail：AA0001 @pref.iwate.jp   
ホームページ http://iwatemirai.com/ 
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※今回のラウンドテーブルの資料は、機構のホームページから御覧いただけます。 

■ 地域で何ができるか意

識しながら人材育成と産

業創出に貢献していく。

大学として地域を先導す

るような働きをぜひ実践

していく【岩渕岩手大学長】 

これらの説明を踏まえ、ラウンドテーブルメンバーにより、取組の現状や今後の対応等につ

いて議論が行われました。 

主な発言等は以下のとお 

りです。 

また、この議論の中で、ＣＯＣ+事業を展開するにあたって当機構も連携していくことが了
承され、今後、その具体的な関わり方等については企画委員会において検討していくことと
なりました。詳細については、後日お知らせします。 

■ 明るい未来を創るため、産学官民が連携を強化し、発展のための方向性を共有、行動力を

結集していく。県商工会議所連合会としても積極的に関わり、協力していく。強い連携を今

後も推進する【谷村県商工会議所連合会長】 

■ ふるさと振興総合戦略の実践には、経済界としても主体性を持って取り組む強い思いで関

わっていく。私たちが将来に残せるものはやはり「人」。そのために今何ができるかを念頭

に取組を進めたい。また、岩手を創造する人材の育成に当たっては、岩手の強みが何かはっ

きりさせていくことも重要【高橋岩手経済同友会代表幹事】 

■「人」あってのまち、｢しごと」あってのまちであり、地域経済の振興を随所に埋め込むふ 

るさと振興総合戦略は、地場企業としても大変

心強い。地場企業を育て支援する視点で施策を

進めてほしい。また､ＣＯＣ+事業には大いに期

待する。若手女性が活躍するための組織づくり

や岩手としてのロイヤリティを高める施策等も

必要ではないか【米谷大船渡商工会議所副会頭】 

■ＣＯＣ+事業は県立大学のミッションそのもの 

といえる。県民みんなが地方創生に主体的にか

かわっていくことが大事。県立大学としても、

地域の中に入っていき、そのような基盤づくり

に貢献していく【鈴木県立大学長】 


